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( このようになっている

) 市の財政状況 : 
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昭
和
刊
年
度
の
当
初
予
算
は
、
」ー

一
位
七
千
六
十
六
万
二
千
円
で
し
た

が
、
昨
年
6
月
に

一
億
九
千
二
百
余

万
円
、

9
月
に
九
千
七
百
余
万
円
、

ロ
月
に
七
千
三
百
余
万
円
、
こ
と
し

の
3
月
に
三
千
五
百
余
万
円
を
そ
れ

ぞ
れ
追
加
補
正
し
、
段
終
予
算
額
は

十
五
俗
六
千
九
百
一
万
九
千
円
と
な
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毎月第3日曜日は

家庭の日です口

みんなで明るい楽

しい健康な家経づく

りに役立てましょう。

魚
津
市
の
財
政
状
削
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
み
な
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
毎
年

6
月
と
ロ
月
の
二
川
、
財
政
状
削
を
公
表
す

る
乙
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、

何
年
同
月
か
ら
付
年

3
月
ま
で
の
財
政
状
削

を
、
公
表
さ
れ
た
説
明
書
の
中
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

り
ま
し
た
。

糾
年

3
月
末
に
お
け
る
収
入
お
よ

び
支
出
額
の
概
況
は
左
表
の
通
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
収
入
に
お
い
て
は
、
予
算
額

の
八
五

・
五
官
に
あ
た
る
十
三
億
四

千
百
八
十
五
万
円
を
収
納
し
て
お
り

ま
す
が
、
お
お
む
ね
順
調
に
収
入
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
う
ち
自

主
財
源
の
根
幹
を
な
す
市
税
に
つ
い

て
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

と
と
協
力
に
よ
り
、
九
五
山
引
が
収
入

さ
れ
て
い
ま
す
。

い
っ
ぽ
う
文
出
に
つ
き
ま
し
て

は
、
予
算
額
の
八
七

・
四
%
に
あ
た

る
十
三
俗
七
千
八
十
七
万
円
が
支
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
業
費
、
土
木
費
、
災
害

復
旧
費
な
ど
支
出
割
合
の
低
い
の
は

未
払
い
の
も
の
が
あ
り
、
5
月
未
ま

で
の
出
納
整
理
期
間
中
に
執
行
さ
れ

る
予
定
で
す
0

・

市
税
負
担

一
人
あ
た
り
九
千
七
百
円

一
般
会
計
に
お
け
る
市
民
の
負
担

状
況
は
、
予
算
総
額
十
五
億
六
千
九

百
余
万
円
に
対
し
、
市
民

一
人
あ
た

り
に
し
ま
す
と
三
万
三
千
三
百
十
九

円
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
み

一一 (1 )一一一_44. 6. 25 CI即時増F!D

区 分 |予算額 |収入額|収入割合

95.5 % 市 税 481，722 
自動車取得税交付金 11，497 11，715 101.9 
地方交付税 214，530 100.6 
交通安全対策特別交付金 1，199 1 ，282! 1 06 . 9 
分担金 ・負担金 70，315 50.8 
使用料 ・手数料 42，424 38，301 90.3 
国庫支出金 286，234 245，171 85.7 
県支出金 98，953 71，096 71.8 
財産収入 28，044 18，395 65.6 
寄 付 金 22，988 14，261 62.0 
繰 越 金 9，432 9，432 100.0 
諸 収 入 151，047 137，809 91.2 
市 債 151，900 83，900 I 55.2 

~コ 1 ，569，019 1，341，852 85.5 

一般会計収支状況(3月未現在)
歳 入

出歳

な
さ
ん
が
直
接
負
担
さ
れ
て
い
る
市

税
に
つ
い
て
は
収
入
制
が
四
億
六
千

二
十

一
万
円
で
す
か
ら
、

一
人
あ
た

り
九
千
七
百
七
十
三
円
の
負
担
割
《

と
な
り
ま
す
。

市
税
の
収
入
額
を
税
別
に
、
一
人

あ
た
り
負
担
額
を
計
算
し
ま
す
と
、

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
(
)
は

一
人
あ
た
り
負
担
傾
。

・
国
定
資
産
税
二
億
一
一
四
三
万
円

(四
、
四
九

O
円
)

市
民
税

同
別
よ
り
や
く
八

T
万
円
ふ
え
て
お

り
ま
す
。
乙
の
市
似
は
、
市
民
一
人

あ
た
り

一
万
七
千
二
引
三
十
三
円
の

れ
判
川
合
と
な
り
ま
す
。

市
仙
の
う
ち
、
い
ち
ば
ん
多
い
の

は
、
二
M
M
六
千
三
百
余
万
円
の
総
務

的
で
、
つ
い
で
二
億
二
千
四
百
余
万

円
の
土
木
的
、
三
訴
け
が
教
育
悩
と

な
っ
て
い
ま
す
。

市
川
山
と
は
別
に
、
年
度
内
の
資
金

不
足
を
お
ぎ
な
う
た
め
、
市
内
銀
行

な
ど
か
ら
短
期
間
の
資
金
融
資
を
ャ
つ

け
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の

-
時
川
入

金
は
、
3
月
未
現
花
で
九
千
万
円
あ

り
ま
す
。

似
六
五
三
八
万
円

(
三
、
五

二

一円〉

・
た
ば
こ
消
費
税
四
、
七
七
五
万
円

(一、

O
一
四
円
)

・
電

気

ガ

ス

税

二

、
七

一
七
万
円

(
五
七
七
円
)

・
軒
'U動
車

税

七

一
九
万
円

(
一
五
三
円
)

・
そ

の

他

の

税

一

二

九

万

円

(
二
七
円
)

四
位
六
、
。
一
二

万
円

(
九
、
七
七
三
円
)

ィ~「市

債

五の きに市す金のにに市
十市 3ま少mめをたなはで学
万{貨月すしとま的めつ、大校
円は未。ずいすり国てーきを
あ八現 ついがてなき時な建
り億在 返 、、 事どまに建て
、ー で し長乙業かす多設た
昨千、 ていれをら 。額 事り
年百こ 行聞をすおこの業部

おを市
市債内訳 金行 言|

I ̂  I!r.r. I cb.1 ^ I がな困
区 分 |金額 |割合 | 必うな
一 | 千円I~~I 要際ど
総務偵 1263，5301 32.51 

土 木位 1224，5881 27.7 

教育偵 1161，6261 19 . 9 

災害復旧悩 188，7341 10.9 

転貸出 125 ， 5801 3 . 2 

農林水産偵 121，44引 2.6 

民生的 114 .7721 1 .8 

衛生似 6，24引 0.8

消防悩 ! 4，39日 0.5
労働債 1 58引 0.1

合計 I811. ~00 1 1 00 .。

市

有

財

市
有
財
陀
は

3
月
末
現
在
で

土
地
.
建
物
、
臼

価
証
券
な
ど
次

の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。

〈
有
価
証
券

V

マ
株
券
H
二
百

五
万
五
千
円

マ
社
債
券
H
七

百
四
十
五
男

五
千
円

マ
国
債
証
券
リ

写
真
H
実
施
さ
れ
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大
き
な
事
業

上
H
新
築
さ
れ
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片
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小
学
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舎
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右
H
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三
線
開
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一

高
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勤
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青
少
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ホ
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日Ijムム昌、

康
保
険
税
の
予
算
額
は
八
千
七
十
六

万
三
千
円
で
被
保
険
者
一
人
あ
た
り

の
ね
担
額
は
、
三
千
八
百
九
十
九
円

と
な
り
ま
す
。

3
月
末
に
お
け
る
加
入
者
は

ニ.刀

七
百
十
六
人
、
五
千
七
円
七
十
九
位

的
で
す
。
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健
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油
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民
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業

下

問

4

4

国

4

4

炭

高
齢
者
(
噌
挫
品
品
む
の

加

入

を

受

け

付

け

A 
cl 

い
ま
同
会
で
は
、
国
民

年
金
制
度
の
改
正
案
が
却
附

議
さ
れ
て
い
ま
す
。
乙
れ

が
通
過
し
ま
す
と
、
現
状

で
は
ど
の
年
金
制
度
か
ら

も
老
齢
(
退
職
)
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い

高

愉

者

(明
治
犯
年
4
月
2
日
か

ら
明
治
判
年
4
月
1
日
ま
で
生
ま
れ

た
人
)
に
つ
い
て
も
、
年
金
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

日
本
の
老
齢
人
口
は
急
激
に
増
加

し
て
お
り
、
私
た
ち
の
生
活
の
な
か

に
お
け
る
年
金
の
役
割
は
ま
す
ま
す

重
く
な
っ
て
い
ま
す
。
改
正
法
の
成

立
を
み
乙
し
て
市
民
課
窓
口
へ
相
談

に
お
い
で
の
人
も
相
当
数
あ
り
、
期

待
が
大
き
い
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま

す
。
改
正
法
が
通
過
し
て
も
、
加
入

申
出
期
間
が
昭
和
的
年
1
月
か
ら

6

月
ま
で
の
短
期
間
に
限
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
市
で
は
該
当
者
を

一
人
で
も

多
く
年
金
に
結
び
つ
け
る
た
め
、
法

案
の
成
立
を
前
提
に
、
あ
ら
か
じ
め

加
入
希
望
を
受
け
付
け
て
お
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
人
は
、
市
民
課
年
金
係
へ

と
相
談

の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
は
じ
め
て
国
民
年
金
に

加
入
す
る
人

保
険
料
や
年
金
額
は
次
の
と
お
り
。

区 分|予 算額|支出額|支出制合

議 会 費| 23，1千11円 22，1千88円 98.7 % 

総 務 費 336.205 318，954 94.9 
民 生 費 149，550 141.764 94.8 
衛 生 費 64，052 52，198 81.5 
労 働 費 44，109 41.937 95.1 

農林水産業費 191，185 135，289 70.8 

商 工 費 1 31，393 29，621 94.4 

土 木 費 283，746 218，250 76.9 

消 防 費 38，271 36.499 95.4 
教 育 費 228，359 206，495 90.4 

災害復旧費 24，989 17.787 71.2 
:f1、、- 債 費 150，355 149，528 99.4 

367 11.5 

予備費 500 

合- 計 1，569.019 1.370，877 87.4 

マ
保
険
料
リ
月
七
丙
五
十
川

マ
加
入
期
間
日
五
年
間

マ
年
金
額
H
三
万
円

マ
加
入
申
込
み
則
限
H
昭
和
何
年
6

月
末
日

作
金
は
、
五
年
間
納
め
終
わ
っ
た

月
の
翌
月
(
六
十
五
歳
前
に
五
年
間

経
過
し
た
と
き
は
六
十
五
歳
)
か
ら

文
給
さ
れ
ま
す
。

月
七
百
五
十
円
の
保
険
料
を
五
年

間
納
め
ま
す
と
、
四
万
五
千
円
に
な

り
ま
す
。
三
万
円
の
年
金
を
一
年
半

受
け
る
と
モ
卜
が
か
え
る

A
算
に
な

り
ま
す
。

い
ま
か
ら
申
し
込
ん
で
お
く
と
、

昭
和
何
年
1
月
か
ら
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
加
入
が
お
く
れ
ま
す
と

年
金
を
受
け
る
時
期
が
そ
れ
だ
け
お

く
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
情
熱
と
正
義
感
を

治
安
の
た
め
に

・・

'
'
E
?
・、

極
言

L

ゑ匁

J--!_~" 
にI

募

集

県
で
は
欝
山
内
山
官
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
受
験
資
絡
は
昭
和
却
年
4
月
2

日
i
同
お
年
4
月
1
日
ま
で
生
ま
れ

た
男
子
お
よ
び
明
春
高
校
卒
業
見
込

み
の
人
で
す
。

身
長
リ
百
六
十
銭
以
ヒ
、
体
重
五

十
祭
以
上
、
制
力
H
傑
似

0
・
六
以

上
(
き
ょ
正
一

・
O
以
上
の
人
は
操

服

0
・
一
以
上
)
、
学
歴
は
問
い
ま

せ
ん
が
、
両
校
卒
程
度
の
学
力
試
験

を
行
な
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
教
育

法
に
よ
る
大
学
を
卒
業
し
た
人
、
卒

業
見
込
み
の
人
に
は
、
大
学
卒
程
度

の
学
力
試
験
を
行
な
い
ま
す
。

受
験
希
望
者
は
、

8
月
4
日
ま
で

県
人
事
委
員
会
、
県
瞥
察
本
部
、
魚

津
欝
察
署
、
派
出
所
な
ど
へ
申
込
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

第
一
次
試
験
は

8
月
ロ
日
(
火
)

富
山
中
部
高
校
、
高
岡
高
校
で
学
制

試
験
と
身
体
検
査
が

行
な
わ
れ
ま

す
。

①
前
に
国
民
年
金
に
加
入

し
て
い
た
人

マ
保
険
料
H
月
四
百
五
十
円
(
再
加

入
前
の
ど
の
年
金
制
度
に
も
加
入

し
て
い
な
か
っ
た
期
間
に
つ
い
て

も
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
)

マ
加
入
期
間
リ
加
入
巾
し
山
の
前
後

の
年
金
制
度
加
入
則
聞
を
合
算
し

十
年
に
な
る
ま
で
。

マ
加
入
山
・
出
則
閲
H
U
昭
和
行
作

9
1日

初
日
い
ず
れ
も
、
巾
し
込
み
の
時
点
で

公
的
な
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
る

人
や
、
老
附
(
退
職
)
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
制
度
で
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

除
か
れ
ま
す
。

商
船
者
の
加
入
手
続
き
な
ど
に
つ

い
て
は
、
ま
だ
は
っ
き
り
き
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
改
正
法
の
公
布
を

ま
っ
て
、
後
日
広
報
紙
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

掛
金
免
除
の
申
請
は
恥
早
く

国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
を
納
め

る
の
が
困
難
な
人
た
ち
の
た
め
に
、

保
険
料
を
免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。免
除
さ
れ
る
の
は
、
障
害
年
金
、

障
害
福
祉
年
金
、
問
子
福
祉
年
金
な

ど
を
受
け
て
い
る
人
や
生
活
扶
助
を

受
け
て
い
る
人
た
ち
で
す
。

ま
た
、
所
得
の
低
い
人
や
家
族
が

生
活
扶
助
以
外
の
扶
助
(
た
と
え
ば

医
療
扶
助
な
ど
)
受
け
て
い
て
、
保

険
料
を
納
め
る
乙
と
が
た
い
へ
ん
困

難
な
人
た
ち
に
も
、
申
誌
に
よ
っ
て

免
除
さ
れ
る
制
・
度
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
人
の
年

金
は
、
全
納
さ
れ
た
人
の
三
分
の

一

の
額
に
な
り
ま
す
。
母
子

・
障
害
年

金
な
ど
は
、
全
納
さ
れ
た
人
と
同
じ

額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
免
除
を
望
一
ま
れ
る
人
は

放
っ
て
お
か
な
い
で
、
市
役
所
市
民

課
年
金
係
へ
と
相
談
く
だ
さ
い
。
保

険
料
免
除
の
申
請
は

7
月
未
日
ま
で

で
す
。
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ー
昭
和
的
何
年
度
下
半
期

水
道
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
く
こ
と
が
で

き
な
い
施
設
で
す
。
現
在
二
万
六
千
人
余
り
の

人
が
水
道
を
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
ζ

の

水
道
を
正
し
く
大
き
く
し
て
行
く
た
め
に
は
、

水
道
事
業
の
財
政
の
健
全
他
を
は
か
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

水
道
局
で
は
、
年
二
回
水
道
事
業
会
計
が
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
、
そ
の
概
況
を
公
表

し
て
お
り
ま
す
。
こ
ん
ど
昭
和
刊
年
度
下
半
期

分
(
何
年
目
月
1
日
i
判
年
3
月
引
日
)
の
財

政
状
配
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
つ
ぎ
に
お

し
ら
せ
し
ま
す
。

水
道
事
鶏
舎
齢
の
あ
ら
ま
し

ー

十

路

線

に

配

水

管

布

設

事業

道

坂

補

助

水

源

地

も

整

備

昭
和
刊
年
度
下
半
期
に
実
施
し
た

事
業
の
お
も
な
も
の
は
、
上
半
期
に

増
設
し
た
道
坂
補
助
水
源
地
に
、
ポ

ン
プ
を
設
置
し
た
の
を
は
じ
め
、
ふ

え
る
給
水
需
.mK
に
泌
じ
る
た
め
、
十

路
線
延
長
ゃ
く
二
千
M
M
に
配
水
管
を

布
設
し
ま
し
た
。

ま
た
、
上
半
期
に
引
き
続
き
漏
水

防
止
作
業
の
一
環
と
し
て
、
配
水
管

と
給
水
管
の
修
理
三
十
四
か
所
を
行

な
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
無
収
水
量
の

減
少
を
は
か
る
た
め
、
五
百
八
十
個

の
不
感
メ
ー
タ
ー
器
の
取
り
替
え
を

実
施
し
ま
し
た
。

下
半
期
に
行
な
っ
た
事
業
は
次
の

と
お
り
。

八
配
水
管
布
設
事
業

V

マ
市
道
北
鬼
江
古
島
線
止
と
出
(
税
務

署
前
通
り
渉
道

)
U延
長
四
百
十
M

百
二
万
円

マ
市
道
商
品
北
中
線
(
パ
レ
l
コ
ー

ト
横
通
り

)
H延
長
凶
百
三
十
七
M

九
十
七
万
円

マ
県
道
島
尻
金
屋
線
歩
道
(
本
江
通

り
歩
道
)

H
H
延
長
七
十
七

M

七
十

五
万
円

マ
県
道
俗
掛
魚
津
線
(
上
村
木

1
中

川
用
水
聞
の
旧
国
道

)
H
延
長
三
百

六
十
四
M

九
十
五
万
円

マ
市
道
九
十
二
号
線
(
大
泉
寺
前
通

り

)
H
延
長
二
百
五
十
一

M

四
十

七
万
円

マ
市
道
新
上
二
十
六

・
二
十
八
号
線

(
南
町
通
り

)
H延
長
百
五
十
M

三
十
二
万
円

マ
補
則
街
路
二
号
線
(
日
本
通
運
前

通
り

)
H延
長
七
十
M

十
八
万
円

マ
補
助
街
路
三
号
線
(
魚
津
石
灰
横

通
り

)
H延
長
百
四
十
一

M

二
十

七
万
円

マ
東
山
橋
右
岸
取
付
道
路
H
延
長
九

十
六
M

十
八
万
円

八
そ
の
他

V

マ
道
坂
補
助
水
源
地
の
ポ
ン
プ
室
築

造
、
測
糖
、
造
園
工
事
な
ど
を
八

十
六
万
円
で
実
施

マ
道
坂
第
二
水
源
地
取
付
道
路
の
石

警護?怠?容?牽議第3種郵便物認可

組
み
、
路
而
復
旧
工
事
を
十
二
万
円

で
実
施
し
ま
し
た
。

四
十
九
万
円

の
欠
損
金

下

半

期

の

経

理

状

況

何
年
度
下
半
期
の
試
算
表
に
よ
り

ま
す
と
、
資
産
勘
定
で
は
、
有
形
回

定
資
産
一
千
百
三
十
二
万
円
ふ
え
、

流
動
資
産
が
百
四
十
六
万
円
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。

負
債
、
資
本
勘
定
で
は
流
動
負
似

五
十
九
万
円
、
資
本
金
九
百
七
十
七

万
円
が
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
お
り
ま

す。
何
年
度
下
半
期
の
損
益
収
支
は
下

表
の
通
り
で
す
が
、
収
入
で
は
、
水

道
使
用
料
な
ど
二
千
二
百
八
十
万
一

千
円
の
収
益
が
あ
り
ま
し
た
。
乙
れ

に
対
し
支
出
は
給
水
費
、
総
係
費
、

人
件
館
、
浄
水
費
な
ど
二
千
三
百
二

資産の部

固定資産 2í~0 . 302万円
流動資産 1.637万f'l

2 Í(~ 1.939万円

負債、資本の昔j)

流動負的 585万111
資 本 金 2 Í(~0. 055万円
(内企業債) (1 í~4 .049万円)
荊l 余 金 1.299万円
計a 2i&:I.939万円

十
九
万
九
千
円
の
費
用
が
発
生
し
て

お
り
ま
す
。
乙
の
差
し
引
き
凶
十
九

万
八
千
円
の
欠
損
金
を
出
し
て
お
り

ま
す
。
な
お
、
何
年
度
上
半
期
は
五
目
十

二
万
円
の
利
益
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

E
B
E
E
S-

き
ま
し
た
の
で
、

圃
圃
・
・
圃

乙
れ
を
差
し
引
き

・
・
・
・
・

し
ま
す
と
、
刊
年

圃
・
・
・
・

度
は
四
百
六
十
二

.

.

.

.

.
 

万
円
の
黒
字
と
な

・
・
・
園
田

る

見

込

み

で

す

0

.

.

.

.

.
 

な
お
、
3
月
末

圃
・
・
・
・

に
お
け
る
水
道
事

.

.

.

..
 

業
の
残
高
勘
定

・
・
・
・

圃

は

、
資
産
お
よ
び

・
・
・
・
国

負

債

、
資
本
の
合

圃
圃
圃
圃
圃
闘
計
が
そ
れ
ぞ
れ
二

3

・副副
圃
園
田

億

一

千

九
百
三
十

九
万
円
と
上
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。写
真
H
配
水
管
布
設
工
事

一
人

一
日

百

十

九

民

一糊一
一の一

・;

の

水

を

使

う

一務一

女

一難一

収

3
月
末
に
お
け
る
給
水
人
口
は
、

地

二
万
六
千
四
百
六
十
八
人
、
給
水
戸

M

数
五
千
百
六
十
五
戸
で
、
昨

年

同

期

;

よ
り
人
口
で
三
百
九
十
一
人
、
一
戸
数
じ

で
百
十
六
日
¥

そ
れ
ぞ
れ
ふ
え
て
お
支

り

ま

す

。

戸

メヨ

下
半
期
に
水
源
地
か
ら
出
さ
れ
た
ね

水
の
量
は
、
百
二
十
五
万
立
方
M
で

昨
年
同
期
よ
り
二
十
七
万
立
万
M
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

五
十
七
万
立
方
M
が
使
わ
れ
、
収
硫

に
つ
な
が
る
有
収
率
は
四
五

・
四がわ

に
な

っ
て
い
ま
す
。

一
人
一
日
あ
た
り
の
給
水
量
は
百

十
九
協
で
、
乙
れ
は

一・

八
一
山
び
ん

(
一
升
)
に
換
算
し
ま
す
と
、

一
日

に
六
十
六
本
使
っ
て
い
る
計
算
に
な

り
ま
す
。

水
一
立
方
M
あ
た
り
の
供
給
価
格

は
三
十
五
円
九
十
銭
で
、
給
水
原
側

は
三
十
七
円
八
十
銭
と
な
っ
て
い
ま

す。
な
お
、
下
半
期
中
に
布
設
さ
れ
た

配
水
管
の
延
長
は
二
千
六
十
四
討
に

の
ぼ

っ
て
い
ま
す
。

法住量害帳 実 移f民主

キヰ 目 143年度予算|日古品 112認
千同

22.7
千

1
円

5 48.7 
% 

営業収益 46.600 
給 7.K 収 益 42.425 20.430 48.2 

態動 受託工事収益 3.539 1.929 54.5 

に の
-t の !也 636 356 56.0 

ょ 調 営業外収裕 60 861 143.3 

在民

移

査 収益合，iI 46.660 22.801 48.9 

営業自用 33.818 18.765 55.5 
原水費および浄水質 3.623 2.512 69.3 
配水および給水費 8.072 4.683 58.0 

番谷 ど り さとす谷午 毎 月匂山
品、

係 費 9.029 4.961 54.9 
区 分 I予算額

P
しこ部保

金

内留資

補
で

すの額入がれ苦のに管政良支出 収入ま 区 分 |予算額
〕徳出見利とないと 川後例

行

詰

定 月 減合!日償却費 9.158 4.578 50.0 
47.2
千

5
円

0 で 用 と お。が役
所

l収 館業収益すくが、あ箆l
か
l寺 21 受託工事費 3.936 1.783 45.3 収

I

企 業 偵
l|!!I

100000 て布 でー、支出額にてお償金還九百干三百

七路線

にはの
仙

企業

にた、

。さだあ相るの徳 日 そ の 他 248 常業外収益 565 
んさ り談 とこさら r~ (うち職員給与費) (13.967) (7.015) (50.2) 

入 言l' I 10.000すまり

0

千ー すま

り

0 
= -

入 47.815 
(電いま目 きとん 4拷臼 行，ー。し以 はで宅時 営業外費用 9.171 4.534 49.4 設備改良費 i .373 

文
営業費用 36.455 

話@行た外 、情

や

苦でまは 政 企業{貞利息 9.171 4.529 49.4 営業外費用 9.103 
政らでご行で 、相 そ の イ山 5 企業債償還金 9.342 

すんる 不足てしのた
設

の
f

替

H お 予 。市 賀 500 二 相速も 利
な重寺
留 談 費用合計 42.9891 23.299 54.2 出計 22阻

め債幸 い
IL¥ 46.048 二談慮 、 おわ 月

六員なお
用
く困れ 21 日 i.'E 号| 3.6711ム 4981 差 引 Iム12.022 とをま収 え は

て
差 号| 1.767 八 はく困 だりま 町 田

給水効率を高める④ 
八
諸集員示リ動す調 1館関

J

J

一

国

連

協

会

富

山

一

一

集

一
県
本
部
で
は
、
同

一

・
:

一
際
協
方
の
た
め
の

一

事

一
ポ
ス
タ
ー
を
次
の

一

一

一
よ
う
に
募
集
し
て

一
肌
タ

…
マ
財
一

ur連合
一

に
れ
明
日
制
四
一
一
日

γ
日
付
山

一
山

ス

一
や
ユ
ネ
ス
コ
の
精
と
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ

一
如

ポ

一

神

、
そ
の
実
際
活

一

て、

4
1
5
月
分
の
人
以
訓
料
金
は

一
協

ι

一

動

、
人
権
尊
重
の

一

6
月
に
、

6
i
7
月
分
は
8
月
に
、

…
機

一
恵
誌
な
ど
を
表
わ

一

8
1
9
月
分
は
川
月
に
納
入
し
て
い

…
匡

一
し
た
作
品
百
あ
る

一

た
だ
き
ま
す
。

F
1
、
1

、

「
と
。
し
た
が
っ

一

ま
た
、
基
本
料
金
(
一
川
に
つ
き

て
、
そ
の
表
現
に
は
、
国
連
憲
章
、

一

五
十
円
)
は
次
の
納
付
の
際
に
加
算

ユ
ネ
ス
コ
憲
章
、
世
界
人
権
宣
言
の
一

し
て
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

中
に
あ
る
字
句
な
ど
を
適
当
に
入
れ

一
八
水
を
混
入
し
な
い
よ
う
に

V

る
乙
と
が
望
ま
し
い
。

一

最
近
、
し
尿
収
集
量
が
増
加
し
て

マ
種
別
H
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
、

一

い
ま
す
が
、
処
埋
場
の
能
力
に
限
界

一
般
の
四
部
に
区
分
。

一

が
あ
り
、
た
い
へ
ん
み
な
さ
ん
に
と

マ
大
き
き
H
小
中
学
校
は
四
つ
切
り
以

一

迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
。
便
所
な
ど

下
、
そ
の
ほ
か
は
半
さ
い
ま
た
は
四

一

を
掃
除
さ
れ
る
と
き
、
水
な
ど
を
使

つ
切
り
。

一

周
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
水
を
混
入

マ
締
切
日

H
7月
却
日

一

し
ま
す
と
、
処
腿
能
力
が
低
下
し
て

マ
送
り
先
H
富
山
市
新
総
山
輪
、
富
山
一
お
互
い
が
迷
惑
す
る
こ
と
に
な
り
ま

県
総
務
課
国
連
係
あ
て
。

一

す
。
ま
た
、
使
間
へ
は
ぼ
ろ
き
れ
、

|
水
道
局
か
ら
お
願
い
|

圃』

メ

ー

タ

ー

器

の

上

に

ス

ゾ

物
を
置
か
な
い
よ
う
に

C
川川

水
道
局
で
は
、
水
道
料
金
を
徴
収
っ
て
、
そ
の
月
の
料
金
を
い
た
だ
き

す
る
た
め
、
毎
月
メ
ー
タ
ー
の

検

針

た

い

の

で
、
メ
ー
タ
T
器
の
上
に
は

を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
最
近
メ
絶
対
物
を
の
せ
な
い
よ
う
と
協
力
を

1
タ
l
器
の
上
に
物
を
置
い
て
あ
る
お
願
い
し
ま
す
D

た
め
、
検
針
の
で
き
な
い
家
庭
が
多

く
な

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
検
針
で
き
な
い
よ
う

な
と
き
は
、
基
本
料
金
(
十
立
方
M

二
百
八
十
円
)
で
納
付
し
て
い
た
だ

き
、
後
日
検
針
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
と
き
に
、
超
過
料
金
を
精
算
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
乙
う
し

ま
す
と
、
一

時
的
に
水
道
料
金
が
多

く
な
り
、
み
な
さ
ん
に
納
得
し
て
い

た
だ
げ
な
い
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り

ま
す。水
道
局
で
は
、

毎
月
検
針
を
行
な

、λy
i
z
F

暑
い
季
節
に
、

ん
込
週
明
務

発
生
す
る
恐
ろ
し

J
ト
h
、
新
附
ぶ

い
伝
染
病
に
、
日

3.一
塁

本
脳
炎
が
あ
り
ま

L
A仏
f

‘

す
。
乙
の
病
気
を

予
防
す
る
た
め
に
、
市
で
は
予
防
注

射
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
注

射
は
受
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

日
本
脳
炎
は
、
小
別
ア
カ
イ
エ
蚊

の
媒
介
に
よ
り
巾
収
神
経
を
お
か
す

ビ
ー
ル
ス
の
一
極
に
よ
っ
て
、
お
こ

る
も
の
で
、人
間
は
も
と
よ
り
馬
、豚

な
ど
も
と
の
病
気
に
か
か
り
ま
す
。

八
症
状

V
急
に
高
熱
が
で
て
、
闘
が
紅
糊
し

強
い
頭
痛
が
あ
る
ほ
か
、吐
き
気
、腹

痛
、
下
痢
な
ど
を
と
も
な
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
症
状
が
腹
く
だ
り
や
カ

ゼ
に
似
て
い
る
の
で
、
う
っ
か
り
す

る
と
、
見
過
ご
し
て
大
事
を
招
く
ζ

と
に
な
り
ま
ず
か
ら
、
ち
ょ

っ
と
で

も
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
小

児
斜
や
内
糾
の
医
削
の
診
祭
を
交
け

て
く
だ
さ
い
。
多
く
は
、
三
日
日
ご

ろ
か
ら
意
識
障
害
を
お
こ
し
、
乙
ん

眠
状
態
と
な
り
ま
す
。
一

組
問
か
ら

十
日
ぐ
ら
い
で
熱
が
さ
が
り
ま
す
が

忠
誠
が
な
か
な
か
回
復
し
な
か
っ

た
り
、
回
復
し
て
も
、
パ
カ
に
な
っ

た
り
、
手
足
の
自
由
が
き
か
な
く
な

る
こ
と
も
あ
る
恐
ろ
し
い
病
気
で

す。

八
予
防

V

・
予
防
注
射
を
受
け
、
炎
天
下
の
出
動

し
尿
の
く
み
取
り

人

頭

割

料

金

は森
林
の
保

片
貝
川
涜
場
の
保
安

護
育
成
の
た

林
伐
採
面
積
の
限
度

め
、
昭
和
糾

年
度
の
片
貝
川
流
域
の
保
安
林
立
木

伐
採
面
積
の
限
度
が
次
の
よ
う
に
決

め
ら
れ
ま
し
た
。

皆
伐
面
積
の
限
度
は
、
水
源
か
ん

養
保
安
林
が
百
六
十
五

・
一
七
鈴
、

土
砂
流
出
防
備
保
安
林
が
五
十
三

・

O
八
診
、
合
計
二
百
十
八
・

二
五
珍

と
な
っ
て
い
ま
す
。

過
労
な
ど
さ
け
る
こ
と
。

-
カ
ン
カ
ン
照
り
の
日
、
ぼ
う
し
な
ど

か
ぶ
ら
な
い
で
長
い
間
歩
い
た
り
、

顕
に

γ
ガ
を
す
る
と
、
病
気
に
か
か

り
ゃ
す
い
の
で
、
老
人
や
子
ど
も
は

と
く
に
注
訟
が
必
要
で
す
。

・
暴
飲
、
暴
食
を
さ
け
、
栄
華
を
十
分

と
る
よ
う
に
す
る
。

・
蚊
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
、
設
備
の

改
苔
を
す
る
H
台
所
か
ら
の
排
水
や

下
水
を
暗
渠
に
す
る
な
ど
、
阪
本
的

な
設
備
の
改
告
が
好
ま
し
い
。
ま

た
、
下
水
帰
除
を
よ
く
行
な
い
、
氷

の
流
水
を
よ
く
し
、
ふ
ち
の
草
む
ら

や
竹
や
ぶ
は
刈
り
と
り
、
蚊
の
ひ
そ

む
場
所
を
な
く
す
る
。
あ
き
び
ん
や

あ
き
桁
は
、
ど
み
知
に
人
れ
、
蚊
の

発
生
源
に
な
ら
な
い
よ
う
住
単
す

る
ο

六
回
に
分

割

納

付

木
片
な
と
し
以
以
外
の
も
の
を
入
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
つ
ぎ

の
よ
う
な
こ
と
に
ど
住
忌
願
い
ま
す

マ
:
・し
尿
く
み
取
り
確
認
伝
製
は
必
ず

業
者
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
確
認
い
偵

察
の
な
い
と
き
は
、
く
み
取
り
し
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
市

へ
く
み
取
り
処
理
申
込
書
を
挺
出
し

て
、
確
認
伝
梨
を
受
け
取
り
、
く
み

取
り
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

マ
・:
地
下
水
が
使
槽
に
入
っ
た
り
、
水

で
便
所
を
洗
っ
た
り
し
て
、
た
び
た

び
く
み
取
り
を
必
要
と
す
る
と
き
は

従
量
制
に
書
き
か
え
す
る
か
、仙
民
地

を
修
埋
さ
れ
な
い
と、

く
み
取
り
を

し
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

マ
・:
料
金
は
指
定
集
金
人
が
集
め
て
い

ま
す
が
、
苦
情
は
集
金
人
で
な
く
保

険
衛
生
課
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
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